
即興の北陸路

　今冬の青春18きっぷの発売期間は平成24年 12月１日から31日まで、利用期間は12月

10日から平成25年１月10日までとなっている。

　ところで、みどりの窓口などでこの切符

を購入すると緑地の券片に印字されたもの

が渡されるのだが、昔ながらのピンク地に

始めから印刷されたものも少なからず残っ

ていて、これを「常備券」という。今年の

冬はどうかと思って発売初日の 12 月１日

に高松駅へ行くと「あります」ということ

だったので、迷うことなく買うことにした。

この夏までは北海道や東日本でも売られて

いたようだが、この冬はとうとう西日本と

四国の一部の駅だけになってしまった。寂

しくなったものである。

　そういうわけで、今や珍しい常備券を

買ったというのにどこかへ行こうにも行けそうな日がないのだ。母が改装中の姫路城を見

に行きたいというので、前々から青春 18きっぷが出たら行こうと決めていた。しかし、

都合が悪くなり、行けなくなった。そうこうしているうちに年末年始の休みになってし

まった。でも、正月は実家へ年始のあいさつへ行ったり、初詣に行ったりと何かとある。

下手をすれば、使わずに終わりそうなので、いっそ払い戻しに行こうかとも考えた。今回

は成人の日が遅く１月 10日以降なので、例年なら利用できる３連休が今回は使えないと

いうのも痛い。

　このままではいけないので、何とか行けそうな日を拾い出すことにした。年内なら 12

月 30か 31日、年明けは３日もしくは５、６日で、これならどこかへ行けそうだ。そこま

で考えておきながら決行できたのは５、６日のみで、30日は前日の飲み過ぎでそもそも

起きられず、31日も学生時代の友人と昼ごはんを食べに行った。さらに年明けの３日も

前日までのお酒が残って朝起きることができなかった。４日は仕事始めなので、終わって

から出かけようと思ったら用事があって出られず、とうとう５、６日だけになった。

　しかし、日程が決まり、行先もほぼ決まったというのに細かいところが詰め切れていな

い。もともと今回の旅はどのタイミングで行くにせよ、行程３日のつもりで計画を練って

いた。それが２日になり、どこをどう削るかというのがなかなか決めらなかった。こんな

調子だから宿を抑えたのは出発１時間前というきわどさであった。それでも何とか形に

なったので、旅立つことにする。

　今回（平成 25年１月５、６日）は北陸を巡る旅である。年末に降った雪見と北陸の冬

の幸、再来年の春に新幹線が金沢まで開業することに伴って第三セクター化される並行在

来線とそこから派生するローカル線に乗っておこうというのが目的だ。形にはなったとい

うものの、出たとこ勝負の面があるのも否めない。もっとも、目的地での時間はちゃんと

取ってあるから、要はそこへ行くまでの道程をどうするかがカギとなる。ルートと宿しか

決まっていないというのが私らしくない。
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　家を出たのは前の日の１月４日の 23時半である。そんな時間に「マリンライナー」な

どないぞと思われる方もおられよう。また、夜行バスも出払った後だろうと思うかもしれ

ない。しかし、高松からだと０日目としての手はまだあるのだ。

　いつものように高松駅のほうへ歩いていく。今回は高松駅を通り過ぎて高松シンボルタ

ワーの前を通って、そのビルと高松港旅客ターミナルビルとの間の道に入る。すると小ぢ

んまりとしたバス停がある。ここから高松東港へのシャトルバスが出ているのだ。その高

松東港と神戸の三ノ宮とを結ぶジャンボフェリーという船があり、今回の旅はその船での

スタートとなる。この船を使うのは 11年前の「雪中列車」以来である。北陸の旅もそれ

以来だが、あのときはただ列車に乗っただけであり、行程上日が暮れたところが富山だっ

たのでそこに泊まったというだけのことである。こんな素通りを以て「北陸の旅」と称し

ていいものかどうか。今回は観光もちりばめている点が大きく異なる。

　Ｕターンラッシュで混むのは織り込み済みだ。関西へ遊びに行く人もいるだろう。０時

前にもかかわらず、十数名が寒空の中バスを待っている。バスは０時発だけど、少し遅れ

てやってきた。いそいそと乗り込むとすぐに発車する。間もなく到着したことでんの高松

築港駅前で待つ人も乗せて、高松東港へと向かう。築港駅でも十数名が乗ってきた。それ

ほど大きいバスではないので、車内はたちまち立ち客でいっぱいになる。ゆっくり走って

も 10分ほどで港に着いた。トラックや乗用車が数珠つなぎになってハッチが開くのを

待っている。

　バス組はそれを横目に切符売場へ向かい、乗船名簿に記入して切符を求める。私は切符

を買うや否やそのまま乗船口へと向かう。まだ乗船はできず、通路には既に 30名ほどが

並んでいた。フェリーなので、座席もあれば、カーペットもあるが、できればカーペット

で横になりたい。同じ横になるのでも座席とでは雲泥の差がある。もし、この 30人がみ

んなカーペットを目指せば、座席行きになりかねないが、それは避けたい。

　０時半頃に改札が始まると急ぎ足で船内

に入る。意外とみんなバラバラになって、

すんなりとカーペットに陣取ることができ

た。ジャンボフェリーに等級制はないが、

座席には一般の席と女性専用の２種類あり、

女性はほぼこちらへ入っていった。さらに

カーペットや座席がいっぱいで寝られない

人が通路で寝られるようにとゴザのサービ

スまである。落ち着いた頃に車組の家族連

れなどがやって来たが、もう安心だ。久し

ぶりの船なので客室やらエントランスをひ

と通り撮影する。それが終わって売店で

ビールを買う。

　実はシャトルバスも売店も深夜便にはないものと諦めていた。インターネットでこれら

のサービスがあるというのは知っていた。でも、それは昼行便のみだと思っていた。人件

費やバスの燃料費などを考えると当然だろう。しかし、どちらも深夜便でも行われている。

だから、こうやって家族の手を煩わせることなく港まで来られたし、ビールも買うことが

できた。

　船の時刻は１時発の５時着である。神戸からも同じ時刻で運航されていて、夜行便とし

てはギリギリの設定だろう。11年前のそれは高松発を例に取ると、０時台に出て４時前

に到着していたような記憶がある。これではちょっと無理がある。今のダイヤになったの

2



はいつからかは分からないが、このほうが断然いい。しばらくすると船が動き出した。

ビールを飲んで出航するまでに寝たかったが、寝られたのは１時 10分頃であった。寝る

前に空き缶を捨てに行くと通路脇やエントランスにゴザを敷いて寝ている人がいた。

　４時半にかけておいた目覚ましに気が付いて目を開ける。しばらくするとジャンボフェ

リーのテーマソングが流れ出す。結構な大音量なので、これで完全に起きた。静かだろう

と思っていたが、思いのほかエンジン音が耳につき、４時間弱の間にトイレに２回も起き

るなど熟睡とは程遠い状態であった。だから、起きるのはそれほど辛くはなかった。顔を

洗って、準備を整えているうちに５時が来て三ノ宮に着いた。

　高松にあったシャトルバスは三ノ宮側にもある。無料だった高松に対して三ノ宮では

200円かかるのがちょっと気になるが、こういうのがあるというだけで大いに助かる。後

になって考えてみると今回は特にそう思う。

　昨夜、切符を買う際に係員に三ノ宮でのバスはいつ出るか聞いてみた。すると、下船が

確認できたらすぐに出るとのことで、決まった時刻というのはないらしい。三ノ宮駅まで

歩いて行こうかバスにしようか迷っていたのだが、すぐに出るというのならバスにしよう。

船から降りると目の前にバスが停まっていたので、躊躇なく乗る。

　バスはすぐに立ち客でいっぱいになると、間もなく動き出した。５時５分くらいだった。

さらに 20名ほどがバスの外で立っている。どうやら積み残しのようだが、後続便がある

らしく、係員が客を誘導している。

　５分ほどで三ノ宮に着いた。阪神、阪急もあるためかＪＲの駅へ向かっているのは数人

しかいない。寂しいが、ライバルは少ないほうがいい。

　朝の５時だから、さすがの三ノ宮駅前も人はまばらだ。でも、駅舎に入ると若者を中心

に少なからず人がいる。いつもながら朝が早い。もっとも、若者たちは起きてきたのでは

なく、寝ていないのかもしれないが、元気のいいことである。

　山陽本線上りホームに立って電光掲示板を見ると５時 20分発の京都行き各駅停車とい

うのがある。これは私が当初考えていた列車より１本、時間にして 20分以上早い。これ

で行けばどうなるのだろう。時刻表とにらめっこをする。

　当初は５時 44分発京都行きに乗って、大阪、京都、湖西線の近江今津と乗り継いで９

時51分に福井に着く行程であった。それを米原経由に切り替えて、大阪、長浜、近江塩

津と乗り継いでも同じ福井行きに乗れることが分かった。ルートは遠回りだが先発するた

め、後者のほうが早く近江塩津に着くのだ。そうと分かれば、このパターンで行くしかな

いと思った。それに湖西線は実は帰りに乗りたかったから、ますます都合がいい。

　今日最初の目的地は高岡なのだが、このまま普通列車を乗り継いでいくと、高岡に着く

のが 13時半頃になってしまう。福井に着いた５分前に金沢行き普通列車が出ており、そ

の次の金沢方面は１時間も待たなければならないのだ。鈍行利用者にとっては何とも理不

尽なダイヤ設定だが、こればかりは仕方がない。

　でも、仕方がないと諦めていると、あれもこれも諦めなければならない。そこでワンポ

イントとして福井－金沢間のみ特急のお世話になることにした。わずか 11分の接続で名

古屋発の特急「しらさぎ１号」富山行きがあるので、これに乗ろうと思う。この「しらさ

ぎ１号」を利用すれば、高岡には昼前に着くことができる。昼から観光スタートなら何と

かなる。

　ところで、青春 18きっぷは今日明日の２日間だけの使用で、残りの３枚は使われずに

終わりそうである。そうなると２日分で購入金額である 11,500円に相当する運賃に達す

るのだろうかという疑問が湧いてきた。明日については問題ないのだが、今日はこのよう
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なワンポイントを取り入れているので、足りないかもと思ったが、幸い２日ともノルマは

達成でき、不使用の３枚の分までカバーすることができた。

　時間が来てやって来たのは 207系の７両編成である。この辺で乗る列車といえば、まず

は新快速なので、滅多に乗ることがない。

　列車は真っ暗な中を淡々と走る。そんな早朝の列車なのに、各車両に 20人前後の人が

乗っており、しかも駅毎に乗り降りがある。そんなに各駅から乗ってくる人がいて、用事

のある駅があるのだろうかと思うほどだ。

　それにしても、昨夜から今朝にかけてそれほど寒くない。今シーズンは例年のクリスマ

ス寒波はもちろん、それよりも早くから寒波が下りていて、北陸以北では広い範囲で大雪

に見舞われている。年末も年越し寒波というのが来て、かなり冷えた。でも、この週末は

寒さが緩むという。もう何度も寒波がやって来ているので、例年通りの気温といわれても

寒く感じなくなっている。

　約 40分ほどで大阪に着く。ここで同じホームに停まっている長浜行き快速に乗る。こ

れが大阪を出る上り快速の始発列車だ。

　今乗ってきた京都行き各駅停車は時刻表に載っていて、それによると大阪を６時ちょう

どに出るとある。しかし、長浜行きは５時 57分発なので、これでは間に合わない。でも、

京都行きが大阪の一つ手前の塚本発が５時 51分となっている。信号待ちでもない限り、

わずか3.4キロの距離を９分もかかるわけがない。そもそもこの時間帯に信号待ちが必要

となるほどの列車も走っていない。ちなみに他の列車の塚本－大阪間の所要時間を見てみ

ると４分ないし５分である。それに倣うと、我が京都行きの大阪着は５時 55分か56分と

いうことになり、長浜行きに間に合うことが分かる。これで米原経由をしつつ、当初の予

定の福井行きに乗ることが可能となったのである。

　これから乗る長浜行きは新快速と同じ 223系の12両編成だが、長浜まで行くのは前の

４両のみで、そちらのほうへ移動する。既にほとんどの席が埋まっているのを半ば感心、

半ば呆れて見ながら車内を進む。何とか空いている席を見つけて腰を下ろすともう発車す

る。暗いから景色がまったく見えず退屈だ。ただ、比較的よく使う区間だから暗くても問

題はない。

　すぐ新大阪に着く。新幹線がやっと動き出すくらいの時間ではさしもの新大阪もただの

途中駅にすぎない。乗ってくるのもごくわずかだ。

　この列車は京都からは各駅停車となるが、京都までは昼間の新快速と比べて３つほど停

車駅が多いだけなので所要時間が数分長いだけだ。だから、数分おきに駅を通過する。明

るくなったと思う間もなく、駅は後ろへ遠ざかっていく。

　長岡京を出た辺りで光の漏れる短編成の列車とすれ違う。多分、臨時急行の「きたぐ

に」だろう。一昨年の「夜行、鈍行、ちょっと観光」で特急「日本海」ともども利用して

いるが、去年の春に定期運転がなくなり、今では多客期のみの運転となっている。こうい

うことにならないうちに乗ってきたのだが、まさか新幹線金沢開業を待たずして廃止され

るとは思ってもいなかった。今年の春のダイヤ改正でそのダイヤが残っているのか気にな

るところだ。ここで運転がなければ、金輪際運転されることはないだろう。

　空が紺色になり始めて京都に着いた。ここで４分停車する。もう６時半なので各線とも

動いていて、この列車も乗客が入れ替わる。でも、週末なので、いつもより人は少ないの

だろう。同じホームには湖西線の近江今津行きが停まっている。そちらへ乗り換えている

人も多い。車両は国鉄色の117系４両編成だ。

　今、ＪＲ西日本では車両の塗装を単色化している最中で、この辺の電車は緑一色に替え
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られる。岡山以西の電車は黄色一色で、これから行く北陸の電車は青一色である。気動車

は地域を問わず朱色になる。これは数年に一度ある車両の総点検の際に塗り替えられて出

場してくるとのことで、まだ点検が終わっていない車両は従前の塗装のままで走っている。

地域毎のカラーを出すという触れ込みだが、とどのつまりは昔の国鉄と同じで、塗料の数

を減らしているのだ。経営が厳しいことの裏返しでもあるが、ちょっとセンスがない。

　山科で山の端が見え始め、大津では前方がオレンジに染まっている。でも、やはりこの

季節では７時にならないと明るくはならないだろう。１年で一番日の出の遅い時期だから

仕方がない。左手に琵琶湖がちらっと見えた。天気予報の通り、天気はよさそうだ。

　列車が進むにつれて明るくなってきてい

る。石山を出て瀬田川を渡ると、左手に山

が並んでいる。比良山地らしい。その中に

一山だけ雪を被った山がある。位置的に蓬

莱山のようである。でも、残念ながら撮影

をするにはまだ明るさが足りない。もう少

しの辛抱だ。

　草津辺りまで来るとほんのちょっとだけ

ど、雪が残っている箇所がある。もっとも、

それはホームの端だったり、車の屋根と

いったごく限られたところにしかないが、

それでもこんなに早くから雪が見られると

は、この先期待していいのかもしれない。

雪で困っている人がいるというのに期待するなど言えば、不謹慎極まりないと叱られそう

である。

　草津では草津線ホームに昔懐かしい湘南色の 115系４両編成が停まっている。車体側面

に貼ってある「ＪＲ」の大きなステッカーは余計だが、国鉄時代の車両は国鉄色がよく似

合う。６時58分発。ようやく外の撮影ができそうである。

　その草津を出るとうっすらとではあるが、にわかに白一色になる。雪自体は南草津辺り

から見られたからゼロからの雪景色というわけではないけど、高松に住んでいる身からす

ると十分劇的な変化である。向こうに見える比良山地が朝日を浴びて輝いている。

　野洲川を渡り、野洲に着く。日もだいぶ登ってきて、辺りを照らしているが、まだ姿は

見えない。右に連なる低い山々がシルエットになっている。野洲を出て少し行くと電車区

があり、223系や207系などが留置されている。ステンレスの車両ばかりなので、反射し

てまぶしい。

　田んぼが増えてきたからではないだろう

けど、雪も増えてくる。乗客も入れ替わり

ながら徐々に増えてきた。近江八幡のホー

ムを見ると５センチくらい積もっているよ

うに見える。米原から来た特急「はるか９

号」とすれ違う。特急とはいうものの、

「はるか」といい、平日に走る「びわこエ

クスプレス」といい、停車駅は新快速より

１駅か２駅少ない程度である。同じ区間を

走る特急「しなの」や「ひだ」が停車駅が

少ないのと比べるとずいぶん見劣りがする。
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　左手に彦根城が見えてきた。でも、まだ遠くて撮影は無理だと手をこまねいているうち

に彦根に着いてしまった。

　近江鉄道との接続しており、その側線には様々な車両が並んでいる。しかし、構内の外

れに停まっているのは廃車の運命にある車両たちだ。こういうのを見ると寂しくなる。

　彦根を出てもなお、車窓から彦根城が見られる。駅を出るとビルに遮られて、もう見ら

れないと思っていたから意外である。意外だから不意を突かれて撮ることはできず、結局

１枚も撮れなかった。

　７時 41分、米原着。ここで３分停車す

る。12両のうちの後ろ８両が切り離されて、

４両の身軽な編成になって北陸本線に入る。

この乗車率であとからこちらの編成に乗り

移っていたのでは席にはありつけなかった

だろう。あらかじめ長浜行きの編成に乗っ

ておいてよかった。この編成に乗っている

人はほとんど降りなかった。

　さて、これから乗る北陸本線・米原－近

江塩津間を明るい時間に通るのはずいぶん

久しぶりである。急行「きたぐに」で近年

は何度も通っているのだけど、夜行である

「きたぐに」がこの区間を通るときには既

に深夜になっているから当然景色は見えない。どのくらい久しぶりかと記憶を辿ってみた

ら、何と24年も前のことである。その 24年前というのは北陸本線の初乗りをしたときで

もあるから、今回が実質的には２回目といったほうが正しいのかもしれない。

　７時54分発の米原始発の特急「はるか 13号」が入ってきた。それを見て長浜行きが発

車する。広い米原の構内をいくつものポイントを通過しながらゆっくりと進んでいく。右

手に東海道新幹線と東海道本線が離れていく。

　彦根の手前辺りから右手に高い山が見え

ている。米原から東海道を東上するといつ

も左に見える伊吹山だ。ごつごつした男性

的な山容で、東海道から見るのとはまた

違った印象を受ける。山の中腹は雲がか

かっているけど、山頂付近は遮るものがな

く、綺麗に見えている。ただ、撮影してい

る私が進行方向左側の席から右手の伊吹山

を撮っているので、車両の窓枠が映り込ん

でしまう。

　田村に着く。平凡な駅名だが、以前はこ

こが直流電化と交流電化との境目の駅だっ

た。国鉄時代のまだ客車列車が多かった頃

は、ここで機関車の付け替えを行っており、客車時代の「きたぐに」もここでディーゼル

機関車から交流用電気機関車に替えていた。

　そのような作業はのちに廃止されたものの、機関車を留置していた線の跡などは今も残

されており、往時に思いを馳せることのできる遺構となるはずなのだが、あいにく私は進

行方向左側に座っており、その構内を見ることはできなかった。その代り、数百メートル
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先に琵琶湖が見えている。

　田村を出ると列車はさらに琵琶湖に近づ

いていく。でも、どんなに近づいても見え

方は大津付近と同じで、遠くまで見渡せる

ほどではない。高架でないから仕方のない

ことである。長浜城や長浜びわこ大仏を見

ながら７時 53分、長浜着。大阪から約２

時間での到着だ。

　続いては７時 57 分発の近江塩津行き普

通列車である。521系電車の２両編成で、

この車両には初めて乗る。前回この辺を鈍

行で旅したのが前述のとおり平成 14年の

「雪中列車」で、その頃はまだこの車両が生まれていなかったから、乗ったことがない。

さっきまで乗ってきた 223系と同じ顔をしているので同系かと思うけど、こちらは交直両

用電車なので、敦賀を越えて福井方面へも行くことができる。

　それにしても２両とは少ない。私を含め

た 20～30 人くらいが近江塩津行きに乗り

換えているので、２人並びの席がほぼ埋ま

るくらいだろうか。多分、この人たちも青

春 18きっぷの旅行者と思われる。だとす

れば、この後の列車の接続から考えて、少

なくとも福井まではお付き合いすることに

なりそうである。うまい具合に席を見つけ

て落ち着くとすぐ発車する。伊吹山の姿が

先ほどとはずいぶん変わっている。もうそ

ろそろ見納めのようだ。

　米原を出てから雪が占める割合が増し、

それに伴って深くなっているようだ。長浜

からはその度合いがいっそう強まっている。そのせいかどうかは分からないけど、進行方

向右側のドアが凍っているというアナウンスが流れる。この先の木ノ本と余呉では停車時

にドア横の開閉ボタンではなく、車掌が一括で開閉するという。車掌が開けるのと乗客が

開けるのに何か違いがあるのだろうかと思うけど、そういうことらしい。

　雪原が広がり、その向こうの木々も雪を

かぶっている。今日は天気がいいから、雪

の照り返しがものすごい。あまり雪ばかり

見ていると顔が雪焼けするかもしれない。

　この辺では駅周辺が賑やかそうな木ノ本

に着く。北国街道の木ノ本宿があったとこ

ろであり、賤ヶ岳の合戦の古戦場からも近

い。構内が広く感じられたのは、北陸本線

の旧線である柳ケ瀬線が分岐していた名残

りであろう。

　木ノ本－敦賀間は今の路線ができる昭和
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32年までは柳ケ瀬峠越えの難所のルートを取っていた。現在の短絡線ができても元の路

線は地元の人の足として柳ケ瀬線として残されたのだが、結局昭和 39年に廃止された。

その後、国鉄バス、ＪＲバスが引き継いだものの、今では敦賀まで路線が繋がっていない

という。

　木ノ本を出て、左に賤ヶ岳を見ながら余

呉に着く。左手に少し離れて余呉湖が見え

る。田んぼに囲まれた静かなところである。

もちろん、乗り降りする人はいない。

　すぐに発車すると、余呉湖にたくさんの

人の姿が見える。駅から見たときは人気は

なかったが、間もなく現れた駐車場に多く

の車が停まっており、桟橋には大勢の人が

並んでいる。ちょうどワカサギ釣りの季節

だ。それで朝早くから足を運んでいるのだ。

魚は好きでも、釣りをしないからそういう

ことにピンとこない。お互い物好きなこと

だと思う。

　列車は余呉から山深いところへと入って

行き、トンネルも増えてくる。余呉トンネ

ルを筆頭に５つのトンネルを抜けると左手

に湖西線の高架が見えてきて８時 21分、

近江塩津に着いた。長浜で乗り換えた人は

そのままそっくり残っているようである。

地元の人は皆無に違いない。

　近江塩津は少し高いところにあって見晴

らしはいいが、特に見るものはなく、駅舎

も見えない。山と田んぼに囲まれているの

で、夜は寂しそうである。次の列車までま

だ時間があるので、下りていって駅舎を見

てきてもいいけど、そのままホームで待つ

ことにする。

　今乗ってきた列車の側面を見ると、「ク

モハ 521－１」と書かれてある。この車両

の１号機ということだ。もう１両のほうは

見ていないが、おそらく「クハ 520－１」

だろうと思うが、鉄道ファンはこういう車

両に出会うとつい嬉しくなるものである。

この編成はしばらくすると敦賀方面へ引き

揚げていった。

　列車を待っている間、見るものがないな

りにホームから見える範囲で駅を観察する。

目を見張ったのはホームから垂れる無数の

氷柱である。屋根の氷柱ならいくらでも見

たことはあるが、ホームにもできるのかと
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感心した。そのホームの下には路線に積もった雪を溶かすスプリンクラーがあって、左右

に首を振ってフル稼働している。これが１、２メートルおきに並んでおり、そこかしこに

湯気が立ち込めている。雪国ならではの光景を目の当たりにして、旅への期待が膨らむ。

即興で作った行程ながら来てよかったと思う。

　特急「しらさぎ 51号」や「サンダーバード６号」が通過していく。でも、北陸本線を

走る特急にはヘッドマークがなく、側面のドアのところに列車名が書いてあるだけである。

だから、時速 130キロで飛ばす特急に書かれた文字を読むのは至難の業で、何が通ったか

は時刻表から推測するしかない。

　その「しらさぎ」が通過して間もなく、福井行き普通列車が入ってくる。これもまた

521系の２両編成だ。この列車は近江今津始発で、私が当初湖西線から入る予定にしてい

たときに乗ろうと考えていた列車だ。当初案では米原経由でこの列車に乗ることはあり得

なかったから、実際にこうやって出会ってみると、改めて一本早い列車に乗ることができ

たことをありがたく思う。８時35分発。途中駅から乗ったので相席になる。

　近江塩津を出るといきなり４本のトンネルが口を大きく開けている。そのまま抜けると

やがて上下２本に収斂されていき、5,170メートルの深坂トンネルに入っていく。それは

そうと、駅からずいぶん離れたところから上下２本ずつ計４本もの線路が並んでいるのは

不思議である。

　あとで調べてみると、４本から２本にまとまるところは元の沓掛信号場だったところだ

そうで、ここが北陸本線と湖西線の分岐地点である。近江塩津のような小駅が２面４線の

ホームを持つのは単純に北陸本線と湖西線の専用ホームを持っているということなのだろ

う。

　新疋田に着く。周りは殺風景な寂しいと

ころだが、ホームには「ホーム上の撮影は

ルールを守って安全に！」と書かれた看板

がいくつも見られ、三脚使用禁止とか列車

接近時注意といった言葉が並んでいる。今

まさに撮影を終えたと思われる人が大勢

ホームに立っている。

　この辺りは鉄道写真撮影の名所として有

名である。それ故にたくさんの人がカメラ

バッグを肩に下げてやって来るのであろう。

そうなるとマナーのいい人ばかりが来ると

は限らない。

　列車撮影に端を発した駅の内外で起る

「事件」は私も少なからず耳にしている。内容は呆れるような、大人気ないようなことば

かりで軽蔑に値する。幸い、今日は同乗の中にそういう人はいないようで、今のところは

安心だ。といっても、まだ旅は始まったばかりだ。どこにどんな人がいるやら分からない。

かく言う私もおかしな部類に入るのかもしれない。

　どこかで臨時特急「日本海」とすれ違うかなと期待していたが、トンネルだらけで影も

形も見られないまま、敦賀の広い構内に入った。新疋田にいた人たちはちゃんと撮れたの

だろうなと思うとちょっとうらやましい。ここで６分停車する。

　若干の入れ替わりはあったが、席を替わることはできなかった。敦賀で小浜線に乗り換

える人がいるかもしれないと思ったが、あいにく接続が悪く、到着前の車内放送では「お

時間がありますので、待合室でお待ちください」と流れていた。２時間近く待たねばなら
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ないので、そもそもこの列車から小浜線に乗ろうとする人などいないに違いない。

　停車時間を利用してホームに下りて体を伸ばす。ついでに給水塔や駅舎の「敦賀駅」の

看板を撮る。敦賀は１年半前の「夜行、鈍行、ちょっと観光」でまだ定期列車だった「日

本海」の上りに乗ったときに、19分停車時にホームに下りていろいろ撮影をして以来で

ある。それ以前にも敦賀は何度も通ってはいるものの、駅から出たことがなく、どんな街

か知らない。何となく魚介類が美味しそうだという私が作り上げた勝手なイメージしかな

い。今回は日程の関係で富山、石川２県となってしまったが、福井県バージョンは別途検

討している。そのときは敦賀を巡ろうと思う。時間が来て発車。

　雪の広がる構内を抜け、敦賀港への旧線跡を左に見る。そして、木ノ芽川を渡って北陸

トンネル列車火災事故慰霊碑を見ながら北陸トンネルに入る。実はこの慰霊碑を見るのは

初めてである。この慰霊碑は敦賀方にあるので、下り列車に乗らないと見られないわけだ

が、「日本海」や「きたぐに」で夜に通っていたから見えるはずがない。「雪中列車」の

ときは昼間ではあったが、上りだったので、見ることは叶わなかった。前述の初めて乗っ

たときは昼間の下り列車だったが、高校卒業時のことでこの慰霊碑のことを知らなかった。

そういうわけで、何度も通っているのに初めて見るのであった。

　10分ほどかけてトンネルを抜けると南今庄に着いた。トンネルは入ったときは面白い

なと思うけど、それが長くなると当たり前だけど退屈だ。青函トンネルなど 30分も暗闇

の中を走るから夜行列車にでも乗っていないと間が持たない。

　進めば進むほど雪が深くなって９時 10

分、今庄着。山間の駅ながら構内が広い。

これは北陸本線が杉津を経由していた頃、

ここで機関車の増結、解結が行われていて、

機関区もあったためである。また、かつて

は島式ホーム２面の４番線まで乗り場があ

り、杉津経由時代には優等列車も停車して

いたほどの主要駅である。

　今庄では５分停車する。この間に特急

「サンダーバード３号」と「しらさぎ４

号」が駆け抜ける。下り列車は山の間から

現れるといった感じだが、上り列車は大き

くゆるやかなカーブを描いてやって来るの

で、特急のような長い編成だとちょっとした絵になる。でも、北陸特急の車両 681、683

系電車は白い車体なので、この季節だと保護色になって雪に埋もれたようにも見える。９

時15分発。

　先ほどの今庄ではホームの端や上屋に雪が 20センチくらい積もっている。すごいなと

思いながら駅名標を撮っていると、その足の部分に数字を記した目盛りがある。これで積

雪が分かるようになっている。ホーム中央の駅名標で「１」のところまで雪があるから

10センチである。それが鯖江まで来ると 30センチになっている。寒さは緩んでいるとい

う予報通り、思ったほど寒くもない。それでこの積雪だから、深いところではどのくらい

積もっているのだろう。

　ところで、この列車に乗ってから時折り、田んぼの真ん中でぽつんと人が立っているの

を見かける。よく見ると三脚を立ててカメラを乗せている。列車の撮影に興じているよう

だが、この寒い中ご苦労なことである。雪景色を走る白い車体は映えなくても、先に通っ

であろう「日本海」やこの後通る「トワイライトエクスプレス」などは青や深緑だから
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いっそう引き立つだろうと思う。でも、私

にはとても真似できない。

　右手に日野山が見えてくる。米原辺りか

ら曇っているけど、雪のおかげでそれほど

暗く感じない。これで晴れたりしたら眩し

くて外が見られないかもしれない。

　
たけふ

武生に着くと「『南越駅』の早期着工

を!!」と書かれた大きな看板が目に飛び込

んでくる。北陸新幹線の新駅として武生駅

から５キロほど離れたところに「南越駅」

を建設する予定になっている。でも、金沢

から先、敦賀までの区間は去年着工の認可

が下りたばかりで、平成 37年度の開業予定だという。まだ十数年先の話なのでピンとこ

ない。左手に福井鉄道の武生駅が見える。

　武生を出てしばらくすると、それまで近

くを流れていた日野川を渡る。そうして街

の風景になって鯖江に着く。市が続くので、

日野川の前後以外は家並みが目立つ。

　鯖江を出ると田んぼが広がる中を走る。

その向こうには白山や経ヶ岳と思われる

山々が見える。しばらくこの山々を楽しめ

そうだ。

　越前
はなんどう

花堂に着く。ここが越美北線との

分岐駅である。でも、対向式ホームが上下

に１つずつしかなく、越美北線のホームは

見当たらない。北陸本線のホームを借りて

いるのだろうか。釈然としないまま列車が

動き出すと、上りホームの柵に「越美北線のりば←」という案内板がある。矢印の先に目

をやるとホームから通路が延びていて、その先に短いホームが見える。そこには「自然あ

ふれる
くずりゅう

九頭竜線」の看板があった。「九頭竜線」とは越美北線の愛称である。

　越美北線は今回の旅で乗る予定であった。

しかし、先に書いた通り、日程が切り詰め

られて２日になってしまったので、福井県

は観光、鉄道ともに切った。それに越美北

線は 52.５キロもあり、往復だけで半日か

かる上に、せっかくそこまで行ったのなら

終点の九頭竜湖界隈を観光したいというの

もあるから、そうなると越美北線で一日費

やすことになる。これでは今回の旅に組み

込むこと自体無理な話なのである。
あすわ

足羽川

を渡って９時51分、福井着。

11



　さて、ここからしばらく青春 18きっぷから離れて予定通り特急に乗る。次に乗るのは

富山行きの特急「しらさぎ１号」で11分の好接続だ。これで金沢まで行く。

　10分あれば駅弁くらい買えそうなものだが、自由席の乗り場で列車が来るのを待って

いないと、何だか席にありつけないのではないかという不安に駆られてその場から動かな

かった。それに車内販売で何か売っているだろう。しばらくすると白く長い編成をくねら

せてホームに入ってきた。まるで大蛇のようだ。10時 02分発。

　高架を下りると、えちぜん鉄道の車両が

何両か停まっている。えちぜん鉄道とＪＲ

は駅が隣接していて、車両基地も福井にあ

る。九頭竜川を渡って、森田を通過する。

　北陸本線で出せる最高速度は時速 130キ

ロだ。だから、各駅停車でも意外と速いの

だが、特急ともなると１、２分おきに駅を

通過する。特に特急同士のすれ違いともな

ると、その相対速度は最高で時速 260キロ

になる。そのとき、対向の特急が巻き上げ

た雪でしばらく視界がを遮られるほどだ。

　竹田川を渡って、最初の停車駅芦原温泉

に着く。温泉客らしい人が 10 人ほど降り

ていく。他の車両からもけっこう降りているので、その数はかなり多い。温泉やカニの看

板が目に付く。どちらもいい季節になってきた。芦原温泉には 20年前に目黒君と泊まっ

たことがある。まだ学生の頃の話で、贅沢には程遠かったけど、温泉とカニをそれなりに

楽しんだ。

　牛ノ谷を通過して、トンネルを抜けると石川県に入った。福井を出てわずか 15分ほど

のことである。

　大聖寺を経て、加賀温泉に停まる。ここも周辺に多くの温泉を持っているので、芦原温

泉と同じくらいの人が降りていくのかと思ったら、それほどでもなく、むしろ乗る人のほ

うが多かった。これから金沢観光をするのかもしれない。

　県境を過ぎてから徐々に雪が減ってきている。調べてみると前の日に金沢では 12セン

チの積雪があったが、正月を挟んだ一週間はあまり降っていない。だから、正味昨日の積

雪量だけといっていい。それで積もっていないように感じるのだろうか。

　右手にはずっと白山連峰が見えている。

北陸本線は県境付近を除けば平野ばかり走

るので、遠くまでよく見渡せる。晴れてい

るわけではないけど、悪天候でもないので、

冬場のこの地方ではいい天気のほうだろう。

　高架の小松に到着する。白山はもちろん

見られるのだが、駅のすぐ東側に建設機

械・重機メーカーのコマツの大きな建物が

ある。石川といえば、コマツ、というくら

いの企業だからパッと目に飛び込んでくる。

　小松と金沢のどの辺だったか、本来なら

福井で見られたはずの臨時特急「トワイラ

イトエクスプレス」とすれ違った。下り列
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車はこの「しらざぎ」をはじめ、定時で運行されているから上りのダイヤが乱れているよ

うだ。同じ臨時特急「日本海」はダイヤ通りだと新疋田－敦賀間での交換なのだが、あち

らは上下線がまったく違うところを走る箇所があるので、会えないなりにこの間で行き

違っただろうと勝手に思っていた。でも、この分だと「日本海」ももっと東で出会ってい

たのかもしれない。

「しらさぎ」は
かけはし

梯 川、手取川と比較的大

きな川を渡る。そして、加賀笠間を通過す

ると、突然右手に大きな工場のような建物

が続く。これが新幹線が金沢まで開業した

ときの金沢側の車両のメンテナンスなどを

する白山総合車両基地である。架線はまだ

張られていないが、電柱は既に並んでいて、

開業間近を感じさせる。ここから高架を見

ながら金沢を目指す。

　西金沢で北陸鉄道石川線の新西金沢駅を

ちらっと見て、犀川を渡って 10時 49分金

沢着。福井からわずか 47 分しかかかって

いない。おかげで普通列車ばかり乗るより２本早い列車に乗ることができるのだから価値

はある。

　次は 10時 58分発の富山行き普通列車に

乗る。ここで車両が急に古びて国鉄型 413

系の３両編成である。幸い、この編成はま

だ塗り替えられておらず、北陸カラーとい

うのかどうかは知らないけど、以前からこ

の辺で採られている塗装のままであった。

単色よりはこのほうがましだ。前面には少

しだけだが雪がこびりついている。

　この乗り継ぎもあまり時間がないけど、

お昼も近いし、ここで駅弁を買う。富山行

きと「しらさぎ」は違うホームに停まる上

に、ほぼ同時に到着したので、クロスシー

トには座れなかった。それでも席を確保し

てホームに下りる。

　金沢は駅弁が豊富で、北陸本線の中でも群を抜いている。あまりに種類がありすぎて何

にするかは決めてきていない。ただ、富山行きが出る５番線にある駅弁売り場では７、８

種類しか売られていないので、少しは選びやすいかもしれない。「○○御膳」とかいうの

が多い。ロングシートで食べるのには勇気のいりそうな中身も値段も立派なものばかりな

ので、「お
にえ

贄寿し」という小振りな弁当にした。600円という価格も良心的だ。でも、こ

れが朝昼兼用の食事になりそうなので、量的には少々心許ない。接続がいいのは嬉しいが、

それが続くと欠食になりやすい。琴の音の発車ベルで発車する。

　浅野川を渡って高架を下りると、金沢総合車両所を見ながら走る。特急用から普通列車

用まで様々な車両が並んでいる。
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　津幡で七尾線が左へ分かれる。能登半島への足となる路線だが、新幹線が開業すると長

野－金沢間は第三セクターになり、青森の大湊線同様に根無し線になってしまうのだ。こ

れはこの後乗る城端線と氷見線も同じなのだが、青春 18きっぷではこれらの路線も大湊

線と同じように途中下車さえしなければ、第三セクター区間の運賃を払わなくても乗車で

きる特例措置が採られると思う。

　余談だが、能登半島もなかなか行けないでいるところである。先に芦原温泉で泊まった

と書いたが、そのときに和倉温泉にも泊まっていて、それ以来能登半島には足を踏み入れ

ていない。そこで５年ほど前に能登半島に絞って計画を立てたことがある。その結果、現

地で最低３日は滞在しないと周り切れないことが分かった。それもあって、なかなか実行

できないでいる。またプランを練り直さねばならない。

　やっと「お贄寿し」を開く。酢飯の上に

鯛と鮭が乗った押し寿司だ。プラスチック

のナイフで切りながら食べる。ご飯がしっ

かり詰まっていて意外とボリュームがある。

少量だからあっという間に平らげた。

　食事とロングシートのせいで写真はほと

んど撮れていない。車両も空きそうにない

ので、このまま高岡まで行くことになりそ

うだ。こうなると明日の帰りの列車に賭け

るしかない。

　津幡を過ぎた辺りから再び雪が深くなっ

てきている。県境が近いというのもあるだ

ろう。でも、朝の福井の雪からすると物足

りない。新潟や奥羽山脈の豪雪とまではいかないにせよ、もう少し積もっていてもいいよ

うな気がする。

　木曽義仲ゆかりの倶利伽羅を過ぎて倶利伽羅トンネルで富山県に入り、雪はますます増

えてきた。倶利伽羅や次の
いするぎ

石動はどちらも好きな駅である。といっても、降りたことは一

度もない。駅というよりは駅名の響きが好きといったほうが正しいのかもしれない。明日

も通ると思うと、何だか嬉しい。

　石動のホームの案内板には「富山　直江

津　青森　上野方面」と書かれてある。お

そらく国鉄時代からあるものだろう。案内

自体は間違いではないが、このうち今でも

直通しているのは富山だけである。寂しい

ことだけど、それだけ長距離列車が減った

のだ。石動を出ると小矢部川を渡る。

　進めば進むほど深くなる雪を見ながら11

時 36分、高岡着。金沢からここまで写真

は 20枚くらいしか撮れなかった。ロング

シートでは
てきめん

覿面、撮影枚数が著しく減って

しまう。

　ここで 15分の乗り継ぎで城端線の城端行きに乗る。城端線の列車は１・２番線から出
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るのだが、駅舎から一番離れたところに

ホームがあるので、けっこう開放的な割に

ひっそりとしている。

　跨線橋から構内を眺める。轍以外は真白

である。ここまでで一番積もっているので

はないかと思うほどだ。これから向かう城

端ではどうだろうか。五箇山や白川郷への

入り口のようなところだけど、城端線自体

は砺波平野を走る路線なので、それほど雪

はないのかもしれない。

　高岡は富山県第２の都市だけあって、そ

れにふさわしく駅の構内も広い。北陸本線、

城端線の他に後で乗る氷見線も乗り入れる

ので、乗り場が７つもある。

　１番線には既に城端行きが入っている。キハ 40と 47の２両編成で、今回初めての気動

車だ。この時間の２両編成なら十分乗客をさばけるだろう。カバンを座席に置いてホーム

に下りて撮影に興ずる。

　車両の写真を撮ると、ホームの先にある

駅名標に向かう。駅名標などいつも何気な

く撮っているし、ことさらに書くこともな

いのだが、これは高岡に着いたときから気

になっていたのだ。それがあるのがたまた

ま城端線のホームだった。何がそんなに気

になっていたのかというと、駅名標の足が

雪で半分隠れた状態になっている。積雪 30

センチは下るまい。

　北国の人にとっては当たり前の冬の光景

なのだろうけど、比較的温暖な讃岐に住む

私などは大変珍しい。第一、雪が１、２セ

ンチ積もっただけでが交通が混乱するよう

なところだ。「雪中列車」で小浜線に乗ったときに、どの駅も駅名標の足が全部隠れるほ

どの雪が積もっていたのを思い出した。

　今回の旅もやっと本題に入る。宵から出

たとはいえ、船と鈍行でここまで来たよう

なものだからやむを得ない。今日の目当て

は城端線、氷見線をそれぞれ往復しながら

終点の城端と氷見で散策するのと富山の夜

を楽しむことだ。特にローカル２線は初乗

り以来 21年ぶりである。10人ちょっとの

乗客を乗せて11時 51分、発車。

　城端線は高岡から砺波を経て城端へ至る

29.9キロの短いローカル線だ。前回乗った

のは２月で今回と同じような時期だった。

でも、そのときのことを全く覚えていない。
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それは氷見線も同じで、どちらも初めて乗

るようなものだ。

　高岡を出ると大きく左にカーブして住宅

街の中に入る。家々の屋根も庭も沿道も雪

に覆われている。今日はもともと雲が高い

が、その間からやさしい陽が射してきた。

　高岡の街を抜けると遠くに大型商業施設

が並ぶ田んぼの広がる郊外に出る。そこへ

北陸新幹線の高架が現れる。金沢以来見か

けないと思ったら、新幹線は高岡を通らな

いのだ。そこで城端線と交わるこの地に新

高岡駅（仮称）ができるという。そういえ

ば、ここには屋根がある。新青森のような

ものなのだろう。

　二塚を出て左手を見ると、田んぼの向こうに工場が並ぶ。ローカル線の雰囲気がちょっ

と壊れるが、そこへレールが分かれている。中越パルプの専用線が二塚から延びているの

だ。支線から貨物線が分岐するとは昨今非常に珍しい。さらにその向こうに立山連峰が見

えてきた。城端線は平野部を走る路線なので、城端まで見ることができるのかもしれない。

　次の林は対向式ホーム一面だけの寂しい駅である。ホームに建つ待合室の屋根には 50

センチはあろうかと思うような雪が乗っかっており、脇にある駅名標の雪は高岡の比では

なく、足がほとんど見えなくなるまで積もっている。

　田んぼから街に入って
といで

戸出に到着する。少し乗客が増える。ここで高岡行き普通列車と

行き違う。進行方向左側に座っているので、駅舎はよく見えなかったが、昔ながらの木造

駅舎のようだ。明治 29年に建築されたもので、多少の補修、改築はあるものの、ほぼ原

形を留めているという。ちょっと降りて眺めてみたい。

　次の油田という小駅はもともと列車交換

の設備を持った駅であったが、片側のホー

ムは使われていない。ただ、レールが残っ

ているかどうかは雪で隠れて見えないので

分からない。その廃棄されたホームにも50

センチほどの雪が積もっている。雪かきを

しなければ積もりっぱなしだ。

　列車は駅以外では雪の中を走る。そんな

中で晴れてきたものだから、ずいぶん明る

くなった。昨日までは厳しい寒さだったが、

今日明日はそれが緩むという。とはいえ、

私は列車の中にいるし、昨日までの天候を

知らないから、どのくらい違うのか比較は

できない。

　城端線は１時間に１本という運転頻度で走っている。そのせいか乗車率自体はそれほど

でもないのに駅毎に乗り降りがある。盛況なのはまことに喜ばしいことである。

　そして、主要駅である砺波に着く。意外と言っては失礼だけど、きれいな橋上駅舎であ

る。まるで違う線の駅のようだ。ここで高校生を中心に大勢の人が乗り込んできて、車内

はにわかに賑やかになる。
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　それにしても、のんびり走るものだ。わ

ずか 30キロ弱の距離を１時間近くかけて

走るのだからいかに鈍足かが分かるだろう。

国鉄型のキハ 40系というのも鈍足に輪を

かけている。でも、こののんびりこそが

ローカル線には似合っている。もっとも、

去年の夏に乗った芸備線や三江線に比べる

とずっと速く走っている。

　福野を出ると、山田川、大井川といった

小さな川を立て続けに渡る。雪が水に変

わったのだろう、水量は豊富である。これ

らの川はすぐ近くを流れる小矢部川に合流

して、日本海へと注ぐ。一方、私は城端線

で見られる川とは逆に山へ向かっているからか、雪は降っていないのに、だんだん雪が深

くなっているように感じる。

　福光で先ほど乗ってきた高校生の半分以上が降りていく。それでも閑散というほどまで

にはならず、混み過ぎず、空き過ぎずでちょうどいい乗車率になった。

　そうして、越中山田を過ぎ、東海北陸自

動車道の高架をくぐって 12時 42分、終点

城端に着いた。乗客は 20 名ほどいた。

ホームや駅名標などいろいろと撮影する。

　乗り場が２つある。１つあれば十分だろ

うと思って時刻表を見ると、下りの最後の

２本が城端でそのまま夜間停泊しているよ

うである。城端駅には側線が１本あるが、

雪に埋もれているところを見ると、そもそ

も使われていないようだ。だから、この２

つの乗り場が埋まることになる。そして、

これが翌朝の一番列車、二番列車となるの

である。このどちらかが２番線を使ってい

るのだ。それ以外の列車は今停まっている１番線に入る。

　改札近くにある駅名標は青地に白い文字で「じょうはな　城端　ＪＯＨＡＮＡ」と書か

れている。これは国鉄時代から残るものの

ようだ。さらに改札を通ると待合所の頭上

に大きな笠があり、「城端特産品」と書か

れたガラスのショーケースの中に城端の祭

りなどの写真が飾られている。昔ながらの

駅といった感じがいい。待合所の真ん中に

丸ストーブが焚かれているのも古き佳き時

代を思わせる。

　駅舎を出る。駅前は道路以外は雪で覆わ

れている。天気がいいからか、これだけ雪

に囲まれているのに寒くない。もちろん足

元から雪の冷気がしんしんと伝わってくる

17



からそれなりに寒いけど、高松にいるのと大差がない。ちょっと拍子抜けするが、雪に降

られて散策ができなくなるよりはましだ。

　そういえば、今日は三ノ宮から乗って以来駅を出るのは初めてだ。接続もよく、目的地

まで一目散にやって来たから無理もない。これから城端の街を歩く。そこで遅い昼食を摂

ろうと思っている。

　当初は城端線に乗ることだけを考えていて、城端に着いたら同じ列車でそのまま折り返

すつもりだった。でも、城端線の列車は概ね 10分前後で折り返すので、せっかく来たの

にもったいないなと思うようになった。それにいつも「次の機会」と言っているが、私の

ことだから、新幹線が開業してしまえば果たしてその機会があるのかどうかというより機

会を作るのかどうかが疑わしいというのも

ある。

　そういうわけで、列車を１本やり過ごす

ことにした。すると、正味１時間ほどの時

間ができるので、地図を見たところコンパ

クトにまとまった城端の街ならいい具合に

周ることができるだろう。同じ理由で氷見

線も１時間ほど滞在することにしている。

それで特急をワンポイントで使ったのであ

る。そこで浮いた２時間が城端と氷見で滞

在する時間に充てられるのだ。

　城端の駅舎も開業当時のものだという。

天気がよく、気温も低くないので雪が解け

かかっているが、駅舎入り口にある駅名板は雪が覆い被さって下半分が読めない。もし雪

が解けていなければ、駅名板がないと思って何も知らずに憤っていたかもしれない。

　駅前に五箇山、白川郷行きのバス停がある。それによると１日４往復走っている。こう

いうところは散策もいいけど、宿泊してこそ価値が分かるというものだろう。それに仮に

今からバスに乗って近いほうの五箇山へ行ったとしても十分に見て周ることができずに帰

ることになりそうだ。

　そろそろ散策を始めることにする。駅前

に東西に走る道は国道 403号である。まず

ここを通って城端の街へ向かう。車道はき

れいに除雪されているけど、歩道のほうは

というと人が通る幅だけ雪かきをしていて、

両端はその雪で山になっている。山が途切

れたと思ったら、辻だったり家や店舗の入

り口だったりする。そこら辺で雪かきをし

ている人の姿がある。福野を過ぎて渡った

山田川を再び渡る。

　家々の軒には氷柱がずらりと並んでいる

が、その中の一部に風にあおられたのか家

の壁のほうになびいたまま弓なりになって

いるものがある。氷柱だけでも珍しいのに曲がった氷柱まで見られるとは、さすがは雪国

である。

　国道403号の沿道には電気屋、和菓子屋、豆腐屋など様々な店舗が並んでいる。かつて
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の街道だったのだろう。近頃は寂れていく

街が多い中、こういうのを見ると嬉しくな

る。

　そのまま道なりに右に大きくカーブする

と道が一段と広くなり、歩道もさっきの倍

ほどの広さになった。ここにもいろいろな

お店が並んでいて、むしろこちらのほうが

中心街といった感じだ。城端では城端曳山

祭という祭りがあり、そのときに曳山や庵

屋台といった山車がこの界隈を周る。山車

は大きいからこのくらいの道幅は必要なの

だろう。祭りのときに来てみたいと思う。

　古い家並みが続く。ここにもいろいろな

店が並んでいて、食事処が目に付くのは駅近くとは違った点だ。そして少し行ったところ

に大きな交差点がある。交わる東西の道もまた太い。交差点の西に目をやると、大きなお

寺が見える。城端の中心的寺院である善徳寺だ。周辺には他にもいくつかお寺が点在し、

門前町だったことをうかがわせる。ここではまだ善徳寺に向かわず、そのまま南方向へ歩

いて行く。

　城端曳山会館という山車の展示など祭り

の紹介をしている施設の前を通る。入って

覘いてみたいところだが、ちょっと時間が

足りない。もう 30分くらい時間があれば

と思う。

　この辺りに食事処があるはずだが、見つ

からない。看板が目立たなかったため、す

ぐに見つけることができなかった。でも、

あるにはあったが、今日は昼の営業をして

いないとの張り紙がある。他にも食事ので

きる店はあるだろうけど、このまま散策を

続けることにする。

　そこから少し行ったところの路地を西に

入る。小さな神社の前を通ると桂湯という銭湯がある。明治か大正からあるような木造の

歴史を感じさせる建物だ。しかし、玄関上

に「桂湯」とあるけれど、とても銭湯を

やっているようには見えない。あとで分

かったことだけど、最近までは看板通り銭

湯を営業していたのだが、今は雑貨店に

なっているという。たしかに入り口に「手

づくりの店　桂湯」とある。でも、今は開

いていないようだ。

　先ほどまで通ってきた大通りよりもこち

らの路地のほうが昔のままの雰囲気が残っ

ていていい。お寺が多いのも特徴だ。面白
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いので、あちこち歩いてみる。すると、そ

こかしこで上から雪の塊が降ってくる。木

の枝に積もった雪が解けて落ちてくるので

ある。

　家を囲むブロック塀に積もった雪が重み

に耐えかねて折れ曲がっている。ここまで

曲がれば折れるか下に落ちるかしそうなも

のだが、折れ曲がったなりに耐えている。

もっと寒さが緩むと解けるか折れて崩れる

かするだろう。こういうのが見られるのも

雪国ならではだ。

　山茶花の花を見ながら歩いて行くと、路

地裏のアスファルトが石畳に変わると広い

通りに出た。土産物売り場やその先に大きな山門が見える。善徳寺である。今年はまだ初

詣に行っていないので、ここでお参りしてもいいなと思う。

　善徳寺は真宗大谷派の流れを汲むお寺で、

室町時代の僧・蓮如が開いたといい、500

年以上もの歴史を持つ。浄土真宗のお寺だ

から門前には去年行われた親鸞聖人の 750

回忌法要の大きな木の札がある。山門をく

ぐって中に入る。しかし、正面に見える本

堂は雪に半分隠れている。それだけではな

く、本堂自体が半透明のプラスチックのト

タン板に覆われていてはっきり見えるのは

屋根くらいのものである。手前にある灯篭

まで養生されている。

　そこに看板があるので見てみると、本体

工事と書かれていて、期間は平成 24 年９

月から 29年の３月までの４年半となっているから、結構長い工期である。でも、今同じ

ように改装や遷宮などを行っている姫路城にしても伊勢神宮にしてもそのくらいかもっと

長くかけてやっているから、それほどでもないのだろう。でも、正面からではなく、脇か

らなら入れそうなので、その道を探してみるものの、見つからず、初詣は諦めた。仕方が

ないので、一旦門を出て、少し戻ったとこ

ろにある鐘楼と経蔵を撮る。あとは駅へ戻

る道なりに続く式台門、庫裡、太鼓楼など

を撮っていく。

　それにしても、坂が多い。駅から上りな

がらここまで来たので、帰りは下り坂にな

る。坂そのものは緩やかなので、苦にはな

らなかったが、雪で足元はあまりよくない。

慣れない人にとっては転倒してしまいそう

だ。雪など滅多に積もらない地に住む私に

とっては大変歩きにくい。駅に戻ったのは

発車の 10分ほど前で、もう列車は到着し
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ていた。

　さっきと車両は違うけど、帰りもまたキ

ハ 40系の２両編成だ。もう少し滞在した

かったなと思う間もなく 14時 03分に発車

する。

　行きと違って右に左に席を移動しながら

写真を撮っていく。左側だと駅舎側になり、

行きでは見られなかった駅の様子が見られ

るし、右側に座ると立山連峰が望める。平

野部を走るので、遮るものがあまりなく、

沿線の電柱にかからなければ全景を収める

ことができる。沿線の家々では大人は雪か

きをし、それでできた雪山で子供たちはス

キーやそりで遊んでいる。高校生を中心に大勢の乗客を乗せて 14時 53分、約３時間ぶり

に高岡に戻る。

　引き続いて氷見線に乗る。接続はよく、

次の列車は 15 時ちょうどである。だから、

ボックス席は既に埋まっていて、ロング

シートに腰を下ろす。氷見線と城端線の車

両は共通運用なので、これもまたキハ 47

の２両編成だ。一部の車体に「ＪＯＨＡＮ

Ａ　ＨＩＭＩ　ＬＩＮＥ」と記されている

ことからも分かる。いろいろなラッピング

車両があって見ていて楽しい。時間が来て

発車。

　城端線での帰り道で、氷見に着いてから

どうするか考えてみた。元々ここでも１本

やり過ごすことにしているから散策と城端

で食べ損ねたお昼を摂ることに決めていた。旬の寒ブリを食べさせる店はたくさんあるだ

ろう。それが狙いである。

　ところが、時間が中途半端でガイドブックに載っている店は氷見に着く時間帯だと昼と

夜の間にかかっていて、営業をしていない

のだ。それは氷見に限らずどこでもそうだ

ろう。氷見では散策だけにして昼食を抜く

しかなさそうである。それに氷見で食べら

れなくても、今晩泊まる富山でも寒ブリく

らいは食することはできるだろうから、夜

の食事でお昼の分まで食べようと思う。

　北陸本線から程なく分かれると、ガイド

が流れる。終点の氷見は漫画家の藤子不二

雄Ⓐ氏の出身地で、後に高岡に移り住んで

いることから氷見線沿線には所縁のあるも

のがある。氏の代表作のひとつである「忍

21



者ハットリ君」にちなんだラッピング車両があり、車内ではハットリ君の声優が沿線の案

内をしているのだ。残念ながら今乗っている車両はハットリ君車両ではないけど、「忍者

ハットリ君」は小学生の頃によく見ていたアニメなので懐かしい。しかし、観光列車でも

ない一般の乗客も乗る定期列車で沿線のガイドを流すのはどうなのだろうと思う。地元の

人は毎日のように聞くことになるわけだから、ちょっとうんざりするかもしれない。

　２つ目の能町は構内が広い。広いが線路は雪に埋もれて見えない。レールが敷かれてい

るのか剥がされているのか分からないが、貨物線の新湊線と分岐して高岡貨物駅へと向か

う路線があるから、いくつか側線があると思われる。ここで高岡行きの上り列車と行き違

う。

　万葉線の高架をくぐり、今回２度目の小

矢部川を渡る。河口に近いので川幅も広く、

穏やかだ。ここで立山連峰が再び姿を現す。

対岸に見えるのは黒部付近である。氷見線

は山に背を向けて走っているように思うが、

能登半島の根元の東側を北上しているので、

黒部の背後にある立山が見えるのは当然と

言えば当然のことと言える。

　続く伏木も能町同様に広い構内を持って

いる。これはどちらも貨物駅を併設してい

るからだが、周辺には工場も多く、それら

への専用線も敷かれている。その中に右へ

分岐するレールがある。そこには何本もの

側線があり、貨車に交じって路面電車のような車両も見える。なぜそんな車両が留置され

ているのだろうか。ここでツアー旅行らしい数十人が乗り込んでくる。

　越中国分を出ると富山湾に出る。これで立山が何にも邪魔されずに見ることができる。

間には海しかないから城端線以上によく見える。ツアー客はどうもこの風景を見るために

乗ってきたらしい。６年前の津軽鉄道でも一部区間だけ乗りに来たツアー客がいたのを思

い出した。みんな一様に立山にカメラを向けている。私の隣にも初老の夫婦が座ってきた

ので、少々窮屈になる。

　今日は晴れているところもあったが、大

体は灰色の雲に覆われていた。でも、灰色

の雲は真上の高いところにだけあり、低い

ところに垂れ込めたりはしていないので、

朝から各地の山を堪能できている。冬場の

この地方を旅してこれほど山が見られると

いうことはなかったのではないかと思う。

　満足に写真が撮れないまま列車は淡々と

走る。すると、沿線の海岸に人だかりがで

きているのが見えてきた。何事かと思った

ら雨晴海岸であった。

　源義経が兄頼朝の追手から逃れるために

都から東北へ移動する際にこの地でにわか

雨に遭い、雨が止むまで待ったという言い伝えがあるところで、雨宿りをした義経岩とい

うのもある。そこから立山を撮っているのだろう。こういうのを見ると私も降りて撮影し
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たくなってきた。ツアー客は雨晴で降りて

いく。他にも旅行者らしい何人かが席を立

つ。でも、私は氷見まで行く。

　15時 29分、氷見着。海岸線を走る路線

だから、氷見に近づくにつれて雪は浅く

なっていった。車内は終点に着くまで閑古

鳥が鳴くこともなく、席の半分くらいは埋

まった状態であった。短い路線だから全線

利用する人も多いのだろう。

　列車やホーム、駅名標の撮影をする。乗

り場は２つあるが、２番線は使っていない

ようである。１番線側には機回り線がある。

２番線も機回り線も雪で隠れているだけで、実際は使っているのかもしれないが、レール

の状況が分からないから何とも言えない。

　改札を出て駅舎などを撮る。さて、これ

からどうしようかと思う。氷見の中心は駅

から北へ徒歩 10分ほどの市役所近辺だと

いうのは分かっているのだが、飲食店は開

いてなさそうだし、寒ブリは氷見でなくて

も食べられるだろう。それにさっき雨晴海

岸に立つ大勢の人を見てしまった。私は意

を決して折り返し列車に乗ることにした。

発車の３分前であった。15時 36分発。同

じようにすぐ折り返している人が何人かい

るが、この人たちは降りるのだろうか。

　島尾を経て雨晴に着く。降りたのは私一

人であった。雨晴は対向ホームを２つ持っ

ているので、列車の行き違いができる。跨線橋はなく、構内踏切で連絡している。その構

内踏切を渡って駅舎へ向かう。何度も撮る必要はないが、ここでも乗ってきた列車の撮影

をする。

　改札を出て、さっそく雨晴海岸へ向かうことにする。次の高岡行きまで１時間 10分ほ

どあるから、１時間弱は撮影に専念できる

駅の出入り口に道順を記した張り紙があっ

て親切だ。それを見てから駅舎を出る。木

造で小振りな雨晴の駅舎は氷見よりも風格

があるように見える。正月らしく角松が飾

られているからかもしれない。

　細い路地に入って踏切を渡ると海に出る

車窓からでは分からなかったが、白波が

立っている。その波が砂浜を洗う。そこか

ら西を見ると能登半島が先端まで見通せ、

逆の東を向くと立山連峰が眼前いっぱいに

広がる。私は行きで見た人だかりのできて
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いた越中国分方面へ向かって歩く。雪の積

もった浜辺を歩いたことがないから、何だ

か妙な感じがする。歩道が整備されていて、

それに沿って松並木がある。その松から雪

がドサドサと落ちてくる。

　少し行ったところに 10 人ほどがカメラ

を持って立っている。中には三脚を立てて

いる人もいて本格的である。正面には女岩

が見える。岩山のてっぺんに松の木が１本

立っているだけの愛らしい島だ。こうやっ

てつられるように雨晴海岸に来たけれど、

今日の日の入りは 16時49分である。だか

ら、日はだいぶ傾いており、撮影は大丈夫

かと不安になる。

　この辺は石を敷き詰めていたり、コンク

リートの護岸などが見られるが、そこへ比

較的高い波が押し寄せると大きく砕け散る。

その様子を撮りたいを思うのだが、派手に

砕け、弾ける波にはなかなか出会うことが

できない。波打ち際に立つといつも挑戦し

ているが、ほとんどがうまく撮ることがで

きずに終わっている。

　砕ける波の撮影は５分ほどで諦めて、さ

らに歩を進める。遊歩道には「荒波に注

意！足元に注意！」という看板がある。今

日は天気がいいほうだし、気温も低くない。

だから、冬の日本海のイメージとは程遠い

けど、寒波が来て大荒れになれば、注意どころかとても歩くことなどできないだろう。

　数分歩いて例の人だかりのところに到着する。先ほどと同じくらいの人がいる。その脇

に義経岩がある。３本の岩の柱の上に大きな平たい岩が乗っかっている。中は座ったり、

寝たりするくらいのスペースはありそうだ。

　ここでもみんなカメラを持っている。カメラを持っていない人は携帯電話で撮っている。

感心するのは、男性も女性も大人も子供も

みんなスノーシューズを履いていることだ。

カジュアルシューズを履いているのは私く

らいのもので、まるで場違いなところにい

るみたいだ。

　ここでは女岩がより近くに見えて、向こ

うに聳える立山連峰との対比が面白い。そ

の立山をアップで撮ったり、引いて全体を

収めたり、いろいろ撮影してみる。西日を

受けた立山の雪は白、黄、オレンジと変化

に富んでいる上に、それぞれの色にわずか

ながら濃淡もあって、見る人の目を楽しま
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せてくれる。

　ところで、氷見線は雨晴海岸に沿っているのは先ほど書いたが、それはすなわちこちら

からも氷見線が見えるということでもある。立山連峰、女岩、氷見線の列車が入った写真

を見たことがあるが、それはここから撮ったものである。その写真と同じものを撮ってみ

ようと思う。次にここを通るのは越中国分を 16時30分に出る下り列車だ。まだ 30分も

ある。

　私はここに来てからいろいろと撮影したと書いてはいるが、先客が 20～30人がいる中

で撮るのは大変難しく、誰も入らないように撮るには腕を頭上に伸ばしてファインダーを

こちらに向けるしかない。今回もビデオカメラを持って来ているので、ファインダーの向

きを変えるのは問題ないが、その撮り方では腕が持つはずもなく、帰ってから確認してみ

ると到着してから列車が来るまでの間に 30枚ほどしか撮っていなかった。私がこういう

風景を前にして30分で30枚などということはあり得ない。

　それにしても、私が来る前からここにいる人はいつからいるのかは分からないけど、寒

くないのだろうか。太陽は背後の山に隠れ、気温も下がってきている。じっとしているか

ら温まりようもない。こういうカメラマンは防寒対策など万全なのだろう。私は北陸に行

くからといって特に厚着をして来たわけでもなく、高松にいるときと同じ服装だから、対

策は皆無である。

　撮影をしたり、腕を休めたりするうちに

時間は経っていき、そろそろ通過する時刻

になった。しかし、列車はなかなか現れず

待ちくたびれて伸ばしていた腕を下ろす。

どうも遅れているようである。

　こうなるといつ来るか分からないので、

気が抜けない。頻繁に通るなら次の列車に

託せるが、氷見線は上下とも１時間に１本

ずつしかないし、時間的にこれを逃せば後

がない。それにビデオカメラには連写機能

がないから一発勝負となる。

　そして、数分遅れで氷見線の列車がカー

ブをゆっくりと曲がりながらやって来た。

多分うまく撮れただろう。後で見てみると通過時刻は 16時36分だったから、４、５分遅

れということになる。

　撮影を終えると、駅へ戻る。同じ道を通

るのも面白くないので、義経岩の脇に階段

があるので、それを上る。上ったところに

義経神社という小さな神社があり、雨晴の

謂れが書かれてある。

　警報機も遮断機もない小さな踏切を渡る

と国道 415号に出る。富山と能登半島にあ

る羽咋とを結ぶ国道だけあって、交通量は

多い。私はなるべくガードレールに近づい

て歩こうとするのだが、道端には雪がうず

高く盛られていて、どうしても車道に出て

しまう。そこへ大きなトラックが時折り
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やって来るから、こちらはむろんのこと、車から見ても迷惑で仕方がないだろう。駅に着

くまで落ち着かなかった。駅舎に入ると大変温かく、何だかホッとする。発車まで少しあ

るので、しばらく待合室で暖を取る。

　待合室には数分いただけで改札を通って２番線へ向かう。下りが遅れているため、上り

も少し遅れるらしい。陽が落ちて急に寒くなってきたように感じる。16時59分頃、上り

の高岡行きが入ってきた。

　車内は空いている。私は今度は行きとは逆の進行方向右側の座席に座る。列車に乗る時

点で薄暗くなっていたが、一駅ごとにさらに辺りが暗くなる。行きでは見られなかった立

派な中庭を持つ伏木を通りながら17時21分頃、高岡に着いた。

　

　次に乗るのは17時23分発の直江津行き普通列車だ。遅れのため、５分だった接続時間

が２分になってしまったので、慌てて乗り換える。暗いのと時間がないのとで撮影はでき

なかったが、これから乗る車両は 413系の３両編成で、車番を見るとトップナンバーで

あった。今朝は 521系でもトップナンバーに出会ったが、一日に２つの形式で見られたの

は私自身初めてだ。すぐに発車。

　夕方の時間帯なので、通勤客や部活帰りの高校生などで車内はいっぱいで、私は立つ羽

目になった。でも、富山で降りるので、４駅くらいなら立ちん棒も我慢できる。

　とはいえ、わずか４駅でも席が空けば座りたくなる。２つ目の小杉で目の前の席が空い

たので座ると、たちまち眠たくなった。朝の４時半から起きていれば、眠くなるのも無理

はない。ウトウトしているとすぐに富山に着いた。今晩は富山に泊まる。

「即興の北陸路」の続きを読む
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